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みんなの情報源

ず
る
空
家
等

※�

調
査
員
に
よ
る
現
地
調
査
に
よ

り
該
当
の
可
否
を
判
定
し
ま
す
。

補
助
額
等

　

解
体
に
係
る
費
用
の
3
分
の
1

　
（
最
大
30
万
円
）

注
意
事
項

　

補
助
対
象
は
町
内
の
解
体
工
事

業
者
に
依
頼
し
た
解
体
工
事
に
限

り
ま
す
。

　

着
工
前
に
申
請
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。（
着
工
後
の
申
請
は
受
け

付
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。）

問
い
合
わ
せ

　

空
家
定
住
対
策
課

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
３
３

自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度
後
遺
障
害

を
負
っ
た
人
へ
の
介
護
料
の
支
給

対
象　

　

自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
頭
部
、
脊

髄
ま
た
は
胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、

重
度
の
後
遺
障
害
を
残
し
、
常
時

ま
た
は
随
時
の
介
護
を
要
す
る
人

種
別
・
金
額

 
・�
最
重
度	

特
Ⅰ
種

　

９
９
８
１
０
円
～
２
２
６
３
３
０
円

　

道
路
上
（
町
道
や
農
道
）
に
、

私
有
地
か
ら
庭
木
や
生
垣
、
山
林

の
樹
木
な
ど
が
張
り
出
し
て
い
る

と
、
車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の
妨

げ
に
な
り
ま
す
。

例
え
ば

 

・
道
路
の
幅
を
狭
め
る

 

・
見
通
し
を
悪
く
す
る

 

・�

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
見
え
づ
ら
く

な
る

 

・
樹
木
が
倒
れ
道
路
を
ふ
さ
ぐ

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
が
原
因
で
通
行
人
が
ケ

ガ
を
し
た
り
交
通
事
故
が
発
生
し

た
場
合
、
樹
木
等
の
所
有
者
が
賠

償
責
任
に
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。（
民
法
第
七
百
十
七
条
）

　

車
両
や
歩
行
者
が
安
全
か
つ
安

心
し
て
道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
、

樹
木
等
の
所
有
者
の
方
は
剪
定
ま

た
は
伐
採
を
行
い
、
適
正
に
管
理

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

施
設
整
備
課 

土
木
建
設
班

　

☎
０
８
２
０
（
79
）
１
０
０
５

　
「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
に
対

す
る
補
償
金
の
支
給
等
に
関
す
る

法
律
」
に
基
づ
く
ハ
ン
セ
ン
病
元

患
者
の
家
族
に
対
す
る
補
償
金
の

請
求
期
限
が
令
和
11
年
11
月
21
日

ま
で
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

請
求
書
の
提
出
や
請
求
に
関
す

る
ご
相
談
に
つ
い
て
は
、
相
談
窓

口
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

厚
生
労
働
省 
補
償
金
相
談
窓
口

　

☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
２
６
２

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

�（
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
。
土
日
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
。）

　

地
方
自
治
法
第
２
４
２
条
第
5

項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
7
年
5

月
20
日
に
提
出
さ
れ
た
周
防
大
島

町
職
員
措
置
請
求
（
町
立
橘
医
院

歯
科
の
歯
科
技
工
物
に
係
る
歯
科

金
属
の
管
理
に
伴
っ
て
発
生
し
た

損
害
を
回
復
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
よ
う
病
院
事
業
局

管
理
者
へ
勧
告
す
る
こ
と
等
を
求

め
る
住
民
監
査
請
求
）
に
つ
い
て

監
査
を
行
い
、
監
査
委
員
の
合
議

（
令
和
７
年
７
月
17
日
通
知
）
に
よ

り
、
請
求
人
の
主
張
の
一
部
は
理

由
が
な
い
こ
と
か
ら
棄
却
、
一
部

は
不
適
法
に
よ
り
却
下
と
な
り
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ

　

監
査
委
員
事
務
局

　

☎
０
８
２
０
（
74
）
１
０
０
３

　

町
で
は
、
住
民
の
生
活
の
安
全
・

安
心
と
良
好
な
住
環
境
の
確
保
を

図
る
た
め
、
町
内
の
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
な
い
危
険
な
空
き
家
等

の
除
去
に
対
し
て
、
解
体
工
事
費

の
一
部
の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

危
険
空
家
の
解
体
を
お
考
え
の

人
は
、
事
前
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

町
内
に
所
在
す
る
空
き
家
の
所

有
者
等

※�

相
続
人
等
の
場
合
は
、
所
有
者

と
の
関
係
性
を
示
す
書
類
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
物
件

　

特
定
空
家
等
ま
た
は
こ
れ
に
準

 

・
常
時
要
介
護
Ⅰ
種

　

８
５
３
９
０
円
～
１
７
７
９
５
０
円

 

・�

随
時
要
介
護
Ⅱ
種

　

４
２
７
０
０
円
～
８
８
９
８
０
円

※
支
給
額
（
症
状
に
応
じ
て
）

　

支
払
い
月
は
、
毎
年
3
月
、
6

月
、
9
月
お
よ
び
12
月
の
年
4
回

で
、
各
支
給
月
前
の
3
ヵ
月
分
を

ま
と
め
て
支
給
い
た
し
ま
す
。

交
通
遺
児
等
へ
の
生
活
資
金
の
貸
付

対
象

　

自
動
車
事
故
で
死
亡
ま
た
は
重

度
の
後
遺
障
害
を
負
わ
れ
た
人
の

お
子
さ
ま
（
中
学
生
ま
で
）

貸
付
金
額
（
い
ず
れ
も
無
利
子
）

 

・�

一
時
金
児
童
１
人
に
つ
き

　

１
５
５
０
０
０
円

 

・
貸
付
期
間
中
毎
月

　

１
０
０
０
０
円
ま
た
は
２
０
０
０
０
円

 

・
入
学
支
度
金　

４
４
０
０
０
円

貸
付
期
間

　

貸
付
が
決
定
し
た
月
か
ら
中
学

校
卒
業
の
月
ま
で

返
還
期
間

　

中
学
校
卒
業
後
１
年
据
え
置
き
、

月
賦
な
ど
に
よ
る
20
年
以
内
の
均

等
払
い
で
返
還
（
高
校
、
大
学
な

ど
在
学
中
は
返
還
猶
予
）

問
い
合
わ
せ

　
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

山
口
支
所

　

☎
０
８
３
‐
９
２
４
‐
５
４
１
９

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
の

ご
家
族
に
対
す
る

補
償
金
制
度
に
つ
い
て

道
路
上
に
張
り
出
し
て
い

る
樹
木
等
の
適
正
な
管
理

に
つ
い
て
（
お
願
い
）

ナ
ス
バ
被
害
者
支
援
制
度

に
つ
い
て

周
防
大
島
町
職
員
措
置
請
求

（
住
民
監
査
請
求
）

危
険
空
家
等
除
去
事
業

補
助
金
に
つ
い
て


